
「
近
代
文
学
」

誌
上
の
日
野
啓

一
九
五
一
年
ま
で

I 

荒
正
人
の
講
演

日
野
啓
三
「
「
近
代
文
学
」
と
私
」

(
『
「
近
代
文
学
」
復
刻
版

解
説
・
細
目

執
筆
者
索
引
』
日
本
近
代
文
学
館
、

一
九
八
一
年
三
月
二

O
日
付
発
行
)
に
、
次

の
よ
う
な
言
説
が
あ
る
。

荒
正
人
と
い
う
講
師
が
ど
う
い
う
人
か
も
全
然
知
ら
な
い
ま
ま
に
、
学
校
の

講
堂
に
ふ
ら
り
と
講
演
を
聞
き
に
行
っ
た
こ
と
が
、
私
と
「
近
代
文
学
」
と
の
、

そ
し
て
文
学
そ
の
も
の
と
の
関
係
の
は
じ
ま
り
だ
っ
た
。

昭
和
二
十
二
年
、
十
八
歳
の
私
は
旧
制
一
高
文
科
の
二
年
生
だ
っ
た
が
、
は

「近代文学j誌上の日野啓三

っ
き
り
し
た
将
来
の
目
標
は
な
か
っ
た
。
漠
然
と
ド
イ
ツ
観
念
論
哲
学
の
難
解

な
翻
訳
な
ど
を
読
ん
で
は
い
た
が
、
自
分
な
り
に
敗
戦
、
外
地
か
ら
の
引
き
揚

げ
な
ど
の
転
変
の
中
で
感
じ
考
え
悩
ん
で
き
た
こ
と
と
、壮
大
な
哲
学
体
系
と

は
結
び
つ
か
な
か
っ
た
。

そ
う
い
う
時
期
に
、
荒
正
人
の
講
演
を
聞
い
た
の
で
あ
る
。
荒
さ
ん
は
例
の

早
口
で
、
野
間
宏
の
「
暗
い
絵
」
「
顔
の
中
の
赤
い
月
」
、
推
名
麟
一
ニ
「
深
夜

の
酒
宴
」
な
ど
を
例
に
あ
げ
な
が
ら
、
小
さ
く
醜
い
自
分
に
固
執
し
続
け
る
こ

山

内

鮮

史

と
が
、
新
し
い
ヒ
子
1
マ
ニ
ズ
ム
へ
の
道
で
あ
る
と
熱
っ
ぽ
く
説
い
た
。
そ
う

い
う
逆
説
の
発
想
に
、
私
は
目
を
洗
わ
れ
る
思
い
が
し
た
。

「
文
学
少
年
で
な
か
っ
た
」
日
野
啓
三
は

「
荒
正
人
と
い
う
名
前
」
も
「
近
代

文
学
」
と
い
う
「
雑
誌
の
存
在
」
も
全
ぐ
知
ら
な
か
っ
た
。

「
た
ま
た
ま
暇
つ
ぶ
し

「
偶
然
入
っ
て
み
た
」
講
堂
で
、
そ
の
講
演
を
聞
い
た
の
で
あ
る
。

「
ま
だ
焼

F

』

υ
つ、
υ

実
弾
の
突
き
抜
け
た
穴
が
ぽ
っ
か
り
と
天
井
に
あ
い
て
」
い
た
。

「
忘
れ
も
し
な
い

が
、
昭
和
二
十
二
年
の
秋
」
で

「
『
近
代
文
学
』
が
出
て
す
で
に
一
年
く
ら
い
経

っ
た
あ
と
だ
と
思
う
」
と
回
想
し
て
い
る
。
当
時
の
旧
制
高
校
は
「
急
激
な
左
翼
的

風
潮
の
時
代
」
で
、
日
野
啓
=
一
が
在
学
し
て
い
た
第
一
高
等
学
校
な
ど
は
、
一
時
「
全

校
生
の
三
分
の
一
が
、
党
員
か
準
党
員
に
近
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
く
ら
い
」
だ
っ
た
。

旧
来
の
「
ド
イ
ツ
観
念
論
的
な
風
潮
」
に
対
し
、
戦
後
急
に
「
唯
物
論
的
な
考
え
方
」

が
強
ま
っ
て
、
カ
ン
卜
、
へ

l
ゲ
ル
か
マ
ル
ク
ス
、
レ

l
ニ
ン
か
と
い
う
二
者
択
一

が
突
き
つ
け
ら
れ

「
自
分
自
身
の
問
題
」
を
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
考
え
取
り
組
ん

「
自
己
探
究
と
い
う
か
自
己
表
現
と
い
う
か
」
そ
の
方
法
に

で
い
い
の
か
、
ま
た

困
っ
て
い
た
時
で
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
時
に
、
荒
正
人
の
講
演
を
聞
い
た
の
で
あ
る
。

日
野
啓
三
「
怒
れ
る
夢
の
人
|
回
想
・
荒
正
人
|
」

(
「
新
潮
」
第
七
六
巻
第
八

口
方
、

に
次
の
よ
う
な
言
説
が
あ
る
。

一
九
七
九
年
八
月
一
日
付
発
行
)



「近代文学j誌上の日野啓三

戦
争
中
に
修
身
の
教
師
が
黒
板
に
大
き
く
「
個
人
主
義
」
と
白
墨
で
書
い
て

「
こ
れ
こ
そ
最
大
の
悪
だ
」
と
言
い
な
が
ら
教
室
じ
ゅ
う
を
に
ら
み
ま
わ
し
た

と
き
、
私
は
自
分
の
こ
と
を
言
わ
れ
た
よ
う
に
怯
え
震
え
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

そ
の
恐
怖
は
敗
戦
後
も
引
き
続
い
て
心
の
中
に
残
っ
て
い
た
。

「
あ
ま
り
う
ま
い
講
演
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
」

「
い
や
に
早
口
で
し
ゃ
べ
る

元
気
の
い
い
講
演
者
の
言
葉
を
講
堂
の
隅
で
ぼ
ん
や
り
聞
い
て
い
る
う
ち
に
、私
は

は
っ
と
し
た
」
と
日
野
啓
三
は
い
う
。

「
そ
れ
ま
で
後
め
た
く
後
暗
く
ど
う
し
よ
う

も
な
い
も
の
と
し
て
、
ひ
と
り
自
分
の
心
の
中
に
押
し
か
く
し
て
い
た
」
エ
ゴ
イ
ズ

ム
と
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
と
を
、
荒
正
人
は
「
新
し
い
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
原
基
だ
」
と
、

熱
っ
ぽ
く
説
い
た
と
い
う
の
だ
。
戦
争
中
か
ら
敗
戦
に
か
け
て
目
の
あ
た
り
に
し
て

き
た
、

「
現
実
と
人
間
」
の
「
醜
悪
な
面
」
と
「
虚
無
感
」

「
無
常
感
」
、
そ
う
し

た
「
ネ
ガ
テ
イ
ヴ
な
認
識
と
実
感
に
徹
す
る
こ
左
に
よ
っ
て
こ
そ
、
新
し
い
も
の
が

生
ま
れ
る
。
ネ
ガ
テ
イ
グ
な
自
己
認
識
な
し
の
新
生
は
あ
り
え
な
い
」
と
荒
正
人
は

説
き
、
そ
の
「
主
張
」
に
日
野
啓
三
は
「
打
た
れ
た
」
の
で
あ
っ
た
。

「
そ
の
講
演

を
聞
い
た
と
き
が
私
に
と
っ
て
、
真
の
戦
後
の
始
ま
り
だ
っ
た
」
と
、
日
野
啓
三
は

い・っ。

E 

荒
正
人
と
「
近
代
文
学
」
と
〈
の
接
近

講
演
の
あ
と
「
小
規
模
な
座
談
の
集
ま
り
」
が
あ
っ
て
、
日
野
啓
三
は
参
加
し
て

「
し
き
り
に
質
問
し
た
」
ょ
う
だ
。
集
ま
り
の
あ
と
、
荒
正
人
は
名
刺
を
く
れ
て
「
よ

か
っ
た
ら
家
に
遊
び
に
来
給
え
」
と
言
っ
て
く
れ
た
。
荒
正
人
三
四
歳
、
日
野
啓
三

一
八
歳
。
こ
う
し
て
荒

E
人
と
近
づ
き
に
な
る
と
と
も
に
、
「
文
学
好
き
の
同
期
生
」

か
ら
「
「
近
代
文
学
」
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
全
部
」
借
り
て
き
て
「
夜
を
徹
し
て
」

読
ん
だ
。

「
怒
れ
る
夢
の
人
|
回
想
・
荒
正
人

l
」

(
前
掲
)
に
よ
れ
ば
、
荒
正
人

「
第
一
一
の
青
春
」

(
「
近
代
文
学
」
第
一
巻
第
二
号
、

一
九
四
六
年
二
月
二

O
日
付

発
行
)
の
次
の
よ
う
な
言
説
が

「
乾
き
き
っ
た
地
面
が
水
を
吸
い
こ
む
よ
う
に
心

の
肌
に
ル
み
こ
ん
だ
」
と
い
う
。

人
間
は
エ
ゴ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
だ
、
人
間
は
醜
く
、
軽
蔑
す
べ
き
も
の
だ
、
そ

し
て
人
間
の
い
と
な
み
の
一
切
は
虚
無
に
収
数
す
る
も
の
だ
|
こ
の
こ
と
を

痛
切
に
か
ん
じ
よ
う
で
は
な
い
か
。

一
切
は
そ
の
上
で
だ
。

「
論
理
よ
り
も
レ
ト
リ
ッ
ク
、
思
想
よ
り
も
表
現
」
が
、
日
野
啓
三
を
妖
し
く
捉

-36-

え
た
。

「
こ
う
い
う
文
章
と
表
現
が
あ
る
の
だ
」
と
、
彼
の
「
心
は
震
え
た
」
と
い

う
。
ま
た
、

「
近
代
文
学
」
を
読
ん
で
、
問
題
の
た
て
方
に
「
そ
の
ど
ち
ら
か
こ
ち

ら
か
で
は
な
し
に
、
そ
の
両
方
を
う
ち
に
包
み
な
が
ら
、
そ
の
両
方
を
こ
え
る
よ
う

な
新
し
い
立
場
、
新
し
い
次
元
が
あ
り
う
る
の
で
は
な
い
か
と
知
っ
て
」
驚
い
た
。

「
自
己
探
究
」

「
自
己
表
現
」
の
方
法
と
し
て
「
古
い
意
味
で
の
哲
学
」
と
「
文
学
」

「
近
代
文
学
」
の
評
論
、
特
に
荒
正

と
の
閑
で
困
っ
て
い
た
日
野
啓
三
に
と
っ
て

人
の
評
論
は
、
そ
の
両
方
を
含
む
表
現
の
方
法
と
し
て
、
示
唆
的
で
あ
っ
た
。

-、
し、

わ
ゆ
る
哲
学
論
文
の
よ
う
で
は
な
い
し
、
そ
う
か
と
い
っ
て
い
わ
ゆ
る
小
説
で
も
な

い
」
な
る
ほ
ど
こ
う
い
う
書
き
方
も
あ
る
の
だ
、
自
己
表
現
の
新
し
い
方
法
が
こ
こ

に
あ
る
、
と
感
じ
た
の
だ
。
佐
々
木
基

(
『
「
近

「
復
活
と
し
て
の
第
二
の
青
春
」

代
文
学
」
復
刻
版

説
が
あ
る
。

解
説
・
細
目
・
執
筆
者
索
引
』
前
掲
)
に
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
言



荒
正
人
の
「
第
二
の
青
春
」
以
下
の
諸
論
文
に
は
、
時
代
の
大
き
な
転
換
期

に
特
有
の
、
予
言
者
的
な
、
あ
る
い
は
厳
格
な
論
証
該
き
の
直
観
的
発
想
が
顕

著
で
あ
る
。
弁
証
法
な
ど
と
い
う
ま
ど
ろ
か
し
い
論
証
を
抜
き
に
し
て
、
直
感

的
に
感
知
さ
れ
る
真
理
|
|
そ
れ
は
、
極
限
情
況
に
お
け
る
実
存
主
義
的
な
認

識
と
云
わ
れ
る
も
の
に
近
い
ー
ー
を
重
視
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
荒
正
人
は
戦
後

の
歩
み
を
は
じ
め
た
。
い
ま
思
え
ば
、
か
つ
て
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
っ
た
荒
正

人
は
、
そ
の
と
き
H

キ
リ
ス
ト
の
復
活
H

を
頭
に
思
い
措
い
て
い
た
の
で
は
な

、、A
。

'
L
V

品
μ

日
野
啓
三
が
感
心
し
心
惹
か
れ
た
荒
正
人
の
「
書
き
方
」

「
自
己
表
現
の
新
し
い

方
法
」
の
魅
力
と
は
、
佐
々
木
基
一
の
考
え
に
従
え
ば
「
直
感
的
に
感
知
さ
れ
る
真

理
を
重
視
す
る
と
こ
ろ
」
に
あ
っ
た
の
だ
と
い
え
よ
う
。

日
野
啓
三
「
正
常
人
荒
正
人
」

(
「
文
整
」
第
一
八
巻
第
七
号
、

一
九
七
九
年
八

月
一
日
付
発
行
)
に
よ
れ
ば
、
日
野
啓
三
は
「
旧
制
高
校
の
終
り
か
ら
大
学
の
こ
ろ

い
っ
ぱ
い
、
し
ば
し
ば
荒
さ
ん
の
お
宅
に
出
入
り
し
た
」

「
高
校
の
こ
ろ
は
確
か

時
、
荒
さ
ん
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
よ
う
な
形
で
、
お
宅
へ
の
出
勤
時
間
も
決
ま
っ
て

「近代文学」誌上の日野啓三

い
て
、
給
料
も
ち
ゃ
ん
と
も
ら
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
」
と
い
う
。
荒
正
人
は
「
当

時
ラ
ス
コ

l
リ
ニ
コ
フ
の
よ
う
に
貧
し
か
っ
た
」
日
野
啓
三
の
た
め
に
「
文
学
辞
典

の
原
稿
の
下
請
け
や
「
近
代
文
学
」
社
の
事
務
手
伝
い
な
ど
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
世
話

し
て
く
れ
た
」
の
だ
と
い
う
。
こ
こ
に
い
う
「
文
学
辞
典
」
と
は
、
近
代
文
学
社
編

『
現
代
日
本
文
学
辞
典
』

(
河
出
書
一
房
、

一
九
五
一
年
七
月
ご
二
日
付
発
行
)
で
あ

ろ
う
。
同
書
「
凡
例
」
に
は
「
編
集
部
全
体
の
事
務
推
進
は
荒
正
人
が
担
当
し
た
」

と
あ
る
。

日
野
啓
三
が
高
等
学
校
三
年
の
時
「
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
小
田
切
秀
雄
を
招
ん
だ
」
こ

と
が
あ
っ
た
。

そ
の
時
「
小
田
切
秀
雄
が
ロ
を
き
わ
め
て
」
平
野
謙
や
荒
正
人
を
、

「
反
革
命
の
観
念
的
自
我
肥
大
症
だ
と
悪
口
を
言
っ
て
い
た
の
が
と
て
も
印
象
に

残
っ
て
」
い
る
。
の
ち
の
日
野
啓
一
ニ
「
虚
点
と
い
う
地
点
に
つ
い
て
|
|
荒
正
人
論

(
「
文
学
界
」
第
七
巻
第
一
二
号
、
一
九
五
一
一
年
一
二
月
一
日
付
発
行
)
に
、

「
出
発
点
に
固
執
す
る
人
々
、
到
達
点
の
み
を
絶
対
と
す
る
人
々
双
方
の
無
理
解
と

誤
解
と
敵
意
の
中
」
に
荒
正
人
は
い
た
、
と
い
う
号
一
口
説
が
あ
る
が
、
そ
う
い
う
「
人

々
」
の
一
人
が
小
田
切
秀
雄
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
時
日
野
啓
三
は
「
そ
う
じ

ゃ
な
い
」
と
思
い
な
が
ら
、
反
駁
で
き
な
く
て
、
小
田
切
秀
雄
の
「
顔
を
に
ら
み
つ

け
て
」
い
た
。
そ
の
頃
「
内
心
ク
ソ
と
思
い
な
が
ら
じ
っ
と
黙
っ
て
い
な
け
れ
ば
い

け
な
い
こ
と
が
『
近
代
文
学
』
に
は
は
っ
き
り
と
書
い
で
あ
っ
た
」
と
い
う
。

事

務
ア
ル
バ
イ
ト
」

は
「
二
年
間
ほ
ど
」
続
い
た
よ
う
だ
。

一37-

大
学
に
進
ん
で
か
ら
日
野
啓
三
は
荒
正
人
に
、
友
人
山
本
因
。
外
里
と
生
物
学
者
飯

島
街
と
を
含
め
た
四
人
で
、
毎
月
一
回
ず
つ
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
の
読
書
会
を
し
て

も
ら
っ
た
。
そ
の
会
で
の
荒
正
人
の
次
の
言
葉
は
、
よ
く
覚
え
て
い
る
と
い
う
。
「
ド

ス
ト
エ
ア
ス
キ
ー
と
聖
害
さ
え
十
分
に
読
み
こ
め
ば
、
過
去
、
現
在
、
未
来
の
す
べ

て
の
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
」
日
野
啓
三
「
荒
正
人
論
」

(
『
新
選
現
代
日
本
文
学

全
集
児
』

一
九
六

O
年
七
月
一
主
日
付
発
行
)
に
依
れ
ば
、
次
の

(
筑
摩
書
房
、

よ
う
に
言
‘
え
る
の
だ
ろ
う
。

私
は
様
々
の
事
柄
に
関
す
る
彼
の
文
章
に
接
し
て
き
た
が
、
そ
の
問
、
つ
ね
に

私
の
心
の
最
も
深
い
部
分
に
独
特
な
手
ご
た
え
を
も
っ
て
受
け
と
め
て
き
た

の
は
、
そ
こ
に
扱
わ
れ
て
い
る
論
題
や
批
判
や
意
見
よ
り
、
む
し
ろ
そ
の
奥
に

あ
る
荒
正
人
と
い
う
存
在
そ
の
も
の
の
異
様
な
重
さ
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。



「近代文学j誌上の日野啓三

荒
正
人
の
「
内
な
る
眼
」
は
、

「
赤
外
線
も
紫
外
線
も
感
光
す
る
」

「
人
類
の
始

源
の
暗
い
秘
密
も
、
人
類
の
究
極
の
目
も
く
ら
む
よ
う
な
相
も
」
見
る
。
彼
の
文
章

を
読
む
時
ご
種
啓
示
め
い
た
手
ご
た
え
を
受
け
る
」
そ
の
も
の
は
、
彼
の
「
異
様

な
魂
の
能
力
」
で
あ
っ
て
、
そ
の
「
能
力
」
を
「
も
し
一
一
語
で
言
い
表
わ
す
」
と
す

「
予
言
的
と
い
う
形
容
」
し
か
な
く
「
荒
野
に
呼
ば
わ
る
声
」
だ
と
、
日
野

「
自
の
く
ら
む
よ
う
な
未
来
の
ヴ
イ
ジ
ョ
ン
と
希
望
と
を
」
語
り
つ

れ
ば
啓
三
は
い
う
。

づ
け
た
荒
正
人
は
、
日
野
啓
三
に
と
っ
て
「
新
し
い
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
」
と
で
も
い

う
し
か
な
い
存
在
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

「
荒
正
人
を
偲
ぶ
」
の
特
集
に
寄
せ
た
日
野
啓
三
の
「
宇
宙
を
飛
び
続
け
る
一
個

の
星
」

(
「
週
刊
読
書
人
」
第
一
二
八
八
号
、

一
九
七
九
年
七
月
二
日
付
発
行
)
に

依
れ
ば
、
日
野
啓
三
は
、

「
荒
さ
ん
が
時
代
と
最
も
激
し
く
交
っ
た
時
期
に
親
し
か

っ
た
」
と
い
い
、

「
強
烈
な
個
性
が
時
代
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
と
真
向
か
ら
ぶ
つ
か
っ

て
、
白
色
の
閃
光
を
放
っ
て
い
た
一
時
期
で
あ
る
。
一
個
の
精
神
と
現
実
と
の
美
し

く
も
凄
絶
な
、
接
触
の
ド
ラ
マ
を
、
二
十
歳
前
後
だ
っ
た
私
は
、
目
の
あ
た
り
に
見

る
思
い
だ
っ
た
」
と
い
い
、

そ
の
存
在
を
「
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
っ
一
個
の
星
」

「
誇
り
高
く
独
自
な
組
成
の
単
独
の
慧
星
」
に
醤
え
て
い
る
。
荒
正
人
と
い
う
「
特

異
な
精
神
」
は
、
い
わ
ゆ
る
「
現
実
」
の
「
こ
ち
ら
側
」
で
は
な
く
、
時
間
を
越
え

た
「
向
う
側
」
の
感
覚
を
強
く
持
っ
て
、

「
人
間
の
精
神
的
霊
的
変
革
」
の
ヴ
イ
ジ

ヨ
ン
を
抱
き
続
け
た
。

二
時
期
に
せ
よ
、
時
代
と
激
し
く
交
わ
っ
た
者
の
声
は

長
く
人
々
の
心
に
残
る
の
だ
」
と
、
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

日
野
啓
三
が
荒
正
人
か
ら
学
ん
だ
の
は
、
様
々
な
も
の
の
価
値
と
意
味
と
を
、
根

源
的
に
か
つ
主
体
的
に
聞
い
直
す
、
そ
の
内
的
必
然
の
源
泉
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う

か
。
以
後
の
日
野
啓
三
の
文
学
的
営
為
は
、
こ
れ
ま
で
の
根
源
性
主
体
性
を
、
聞
い

直
し
掘
り
さ
げ
深
め
広
げ
て
い
く
こ
と
に
力
が
尽
く
さ
れ
た
、
と
い
っ
て
よ
い
。

国

「
近
代
文
学
」
初
掲
載
の
評
論

|
|
「
野
間
宏
論
」

日
野
啓
三
「
「
近
代
文
学
」
と
私
」

(
前
掲
)
に
は
、
大
学
進
学
後
「
ガ
リ
版
刷

り
の
同
人
雑
誌
を
つ
く
り
、
私
は
荒
さ
ん
の
影
響
の
濃
い
評
論
を
書
き
始
め
た
」
と

あ
る
。
ま
た
、

(
昭
和
五
十
七
年
九
月
、
日
野
啓
三
記
)
の
年
譜
「
日
野
啓
三
」

(『芥

川
賞
全
集
第
十
巻
』
文
芸
春
秋

一
九
八
二
年

一
月
二
五
日
付
発
行
)
の
「
昭
和

二
十
六
年
(
一
九
五
二

二
十
二
歳
」

の
項
に
、
次
の
よ
う
な
言
説
も
あ
る
。

「
二
十
代
」
の
仲
間
に
神
山
圭
介
を
加
え
、
ガ
リ
版
刷
り
の
同
人
誌
「
現
代
文

nδ つυ

学
」
を
出
す

(
5
号
ま
で
)
。

「
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
文
学
の
系
譜
」

「
現
代
文
学
と

は
何
か
」
な
ど
の
評
論
を
書
く
。

荒
氏
の
す
す
め
で
「
近
代
文
学
」
に
「
野
間
宏
論
」

「
エ
レ
ン
ブ
ル
グ
論
|
ひ

と
つ
の
伝
説
に
つ
い
て
」

「
堀
田
善
衛
論
」
な
ど
を
書
ぐ
。

こ
れ
ら
の
評
論
(
い
ず
れ
も
単
行
本
未
収
録
)
と
く
に
「
現
代
文
学
と
は
何
か
」

で
、
新
人
批
評
家
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。

「
と
く
に
「
現
代
文
学
と
は
何
か
」
で
、
新
人
批
評
家
と
し
て
認
め
ら
れ
る
」
と

は

加

藤

周

「
新
し
い
批
評
家
」

(
「
文
学
界
」
第
五
巻
第
二
一
号
、

一
九
五

年
一
二
月
一
日
付
発
行
)
で
、

「
来
る
べ
き
年
」
に
活
躍
が
「
期
待
」
さ
れ
る
批
評

家
と
し
て
、
彼
の

「
仕
事
」
が
第
一
に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
を
指
し
て
い
よ
う
。

日
野
啓
三
「
「
近
代
文
学
」
と
私
」

「
大
学
を
牢
業
す
る
頃
に

(
前
掲
)
v
」

斗
J

晶、



な
っ
て
「
近
代
文
学
」
に
評
論
を
掲
載
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
あ
る
。

日
野
啓
三
の
「
評
論
」
が
「
近
代
文
学
」
に
初
め
て
「
掲
載
」
さ
れ
た
の
は
、

制
東
大
」
最
終
学
年
の
「
三
年
」
に
「
進
ん
で
か
ら
」
で
あ
っ
た
。

一
九
五

和
二
六
)
年
八
月
一
日
付
発
行
の
第
六
巻
第
五
号
「
五
十
号
記
念
」
に
「
戦
後
作
家

論
集
」
=
二
筑
が
掲
げ
ら
れ
て
い
て
、

「
戦
後
作
家
論
打
」
と
し
て
日
野
啓
三
の

「
野
間
宏
論
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
先
の
年
譜
「
日
野
啓
三
」

(
前
掲
)
に

間
宏
論
」

「
エ
レ
ン
ブ
ル
グ
論
」

「
堀
田
善
衛
論
」
な
ど
、
こ
の
年
発
表
し
た
評
論

は
「
い
ず
れ
も
単
行
本
来
収
録
」
と
あ
っ
た
。
以
下
、
こ
の
三
つ
の
評
論
を
精
詳
細

に
紹
介
し
、
日
野
啓
三
が
文
学
活
動
の
出
発
期
に
、
様
々
な
も
の
の
価
値
と
意
味
と

を
、
如
何
に
根
源
的
に
聞
い
直
し
如
何
に
掘
り
下
げ
深
め
広
げ
て
い
っ
た
か
を
、
確

認
し
て
お
き
た
い
。

「
野
間
宏
論
」
に
お
い
て
日
野
啓
三
は
「
三
年
前
『
暗
い
絵
』
を
は
じ
め
て
手
に

し
た
と
き
の
感
動
を
今
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
う
。

「
三
年
前
」
に
日

野
啓
三
は
、
小
説
集
『
暗
い
絵
』

行
)
を
購
入
し
て
、

(
真
善
美
社
、
一
九
四
七
年
一

O
月一

O
日
付
発

「
暗
い
絵
」
を
読
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
醜
悪
な
体

臭
に
ま
み
れ
た
生
身
の
自
己
」
を
「
常
に
俺
自
身
の
底
か
ら
、
俺
自
身
を
破
っ
て
く

て
り
出
な
が
ら
昇
っ
て
行
く
」
方
向
に
追
求
し
て
定
着
す
る
と
い
う
、

「
新
た
な
レ

f近代文学」誌上の日野啓三

ア
リ
テ
」
が
み
ら
れ
、
日
野
啓
三
は
「
戦
後
文
学
の
革
新
的
な
未
来
を
約
束
す
る
強

力
な
匹
種
」
を
見
た
。

「
顔
の
中
の
赤
い
月
」

(
「
綜
合
文
化
」
第
一
巻
第
二
号
、

一
九
四
七
年
八
月
一
日
付
発
行
)
で
は
「
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
我
執
」
を
、

「
崩
壊
感
覚
」

(
「
世
界
評
論
」
第
三
巻
第
一
号

1
第
三
号
、

一
九
四
八
年
一
月
一
日

1
2
月
一
日

付
発
行
)
で
は
「
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
豪
気
」
を
、

「
夫
々
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
へ
の
志
向

と
大
胆
に
対
決
」
さ
せ
な
が
ら
、
自
己
の
作
家
的
「
出
発
の
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
た
」

「
己
が
醜
悪
な
素
顔
を
恐
れ
る
こ
と
な
く
凝
視
」
し
、
そ
の
「
真
実
」
に

と
い
う
。

「
誠
実
に
徹
す
る
以
外
に
道
は
あ
り
え
な
い
」
と
い
う
「
作
者
の
決
意
」
は
、

戦

|日

「
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
ブ
ル
ジ
ョ
ア
個
人
主

，.町、

日召

後
世
代
の
強
い
共
感
を
呼
び
起
こ
し
た
」
。

義
と
言
い
直
し
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を
末
期
資
本
主
義
に
於
け
る
暗
級
的
不
安
の
反
映
だ

な
ど
と
、
簡
単
に
割
り
き
っ
て
慣
ら
ぬ
自
称
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
へ
の
抵
抗
も
、
思
え

ば
ぼ
く
ら
は
野
間
宏
の
作
品
か
ら
学
び
」
と
っ
た
、
と
日
野
啓
三
は
述
べ
て
い
る
。

野

正
し
く
荒
正
人
の
「
影
響
の
濃
い
評
論
」
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
「
日
本
の
最
も
深
い
場
所
」

(
「
文
藍
春
秋
」
第
一
七
巻
第
七
号
、

九
四
九
年
七
月
一
日
付
発
行
)
で
野
間
宏
は
、

「
自
分
自
身
を
捨
て
て
他
を
生
か
す

愛
」
が

「
成
立
す
る
根
一
元
」
と
な
る
も
の
は
「
共
産
党
の
細
胞
で
あ
る
」
と
い
い

「
細
胞
に
於
て
人
は
個
人
主
義
に
止
る
こ
と
は
絶
対
に
不
可
能
で
あ
る
。
自
己
意
識

か
ら
の
脱
出
は
こ
〉
に
於
い
て
始
め
て
可
能
と
な
る
」
と
い
う
時
、
「
暗
い
絵
」
で

「レ
l

ニ
ズ
ム
と
皆
は
い
う
が
、
そ
の
レ
1

ニ
ズ
ム
の
何
処
で
知
何
に
し
て
生
き
る

-39 -

の
か
」
と

「
主
体
の
真
実
を
問
う
た
そ
の
答
え
が
之
で
あ
っ
た
の
」
か
と
思
う
。

そ
の
「
手
さ
ば
き
」
は
、

二三

二Z

イ

「
問
題
の
助
棄
で
あ
っ
て
も
解
決
で
は
な
く
」

ズ
ム
の
消
却
」
で
は
あ
っ
て
も
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
へ
の
止
揚
」
で
は
な
い
、
と
日

野
啓
三
は
批
判
す
る
。

「
青
年
の
環
」
(
「
近
代
文
学
」
第
二
巻
第
六
号
、

七
年
六
月
一
日
付
発
行
「
華
や
か
な
色
ど
り
」
か
ら
「
近
代
文
学
」
そ
の
他
に
断
続
7し
四

連
載
)
で
「
革
命
的
労
働
者
」
を
描
く
と
き
の
「
甘
さ
」
、

「
脱
落
者
」
を
書
く
と

き
の
「
意
地
悪
い
」

「
視
線
」
。

「
安
易
な
社
会
へ
の
よ
り
か
〉
り
」
。

「
暗
い
絵
」

「
顔
の
中
の
赤
い
月
」
で
提
出
し
た
問
題
を
「
正
し
く
解
決
し
て
歩
み
出
す
」
た
め

;ま

「
更
に
き
び
し
い
人
間
凝
視
と
現
実
対
決
」
の
「
道
」
を
歩
む
べ
き
で
は
な

い
か
、
と
聞
い
糾
す
。
日
野
啓
三
の
「
近
代
文
学
」
誌
上
で
の
初
め
て
の
評
論
の
要

旨
で
あ
る
。

却
説
、
日
野
啓
三
が
「
野
間
宏
論
」
を
書
い
た
年
齢
と
同
年
齢
の
頃
、
私
も
初
め



「近代文学J誌上の日野啓三

て
の
評
論
「
「
暗
い
絵
」
論
」

(
「
青
銅
」
第
一
五
号
、

付
発
行
)
を
発
表
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
末
尾
に
、

一
九
五
五
年
九
月
二
五
日

「
暗
い
絵
」
の
「
青
年
イ

ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
イ
ア
群
像
」
に
つ
い
て
「
お
そ
ろ
し
く
崎
形
化
し
た
自
我
、
我
執
を

断
ち
切
り
え
ぬ
青
年
群
像
か
ら
、
い
ら
だ
つ
よ
う
な
感
情
を
味
わ
わ
さ
れ
た
」
と
し

「
不
当
に
歪
曲
さ
れ
た
」

「
自
我
の
我
執
」
が

な
が
ら

「
苦
悩
に
み
ち
た
も
の
」

で
あ
る
に
せ
よ
「
そ
こ
に
ぼ
く
達
世
代
が
決
定
的
に
喪
失
し
て
い
る
よ
う
な
人
生
の

一
時
期
と
し
て
の
若
さ
、
青
春
を
感
得
す
る
こ
と
か
で
き
た
」
と
し
、
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

〈
暗
い
谷
間
〉
を
体
験
し
た
と
い
わ
れ
る
野
間
違
世
代
に
と
っ
て
戦
争
は
、
「
城

壁
に
か
こ
ま
れ
た
自
我
の
城
の
上
に
襲
い
か
か
る
単
な
る
外
部
の
事
件
で
は

な
く
て
、
外
部
と
同
時
に
内
部
を
犯
す
事
件
で
あ
っ
た
」
と
し
て
も
、
意
識
す

る
な
ん
ら
か
の
形
成
が
そ
こ
に
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
ぼ
く
達
世
代
に
は
、

戦
場
の
異
常
体
験
は
な
い
に
せ
よ
、
爆
撃
の
猛
火
の
中
で
、
そ
れ
を
日
常
的
現

実
と
し
て
生
き
た
幼
年
か
ら
少
年
の
時
代
、
戦
火
に
焼
け
欄
れ
た
荒
廃
の
現
実

の
な
か
に
お
い
て
少
年
か
ら
青
年
へ
の
生
理
的
過
渡
期
を
経
験
し
た
の
で
あ

る
。
白
紙
、
ま
っ
た
く
の
タ
ブ
ラ
・
ラ
サ
の
ぼ
く
達
世
代
の
精
神
、
肉
体
に
と

っ
て
こ
そ
、
そ
れ
が
無
意
識
的
で
あ
る
に
せ
よ
お
そ
ら
く
決
定
的
に
「
内
部
を

犯
す
事
件
」

で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
。

(
略
)
ぼ
く
達
は

す
く
な
く
と
も
ぼ
く
は
野
間
達
世
代
に
〈
暗
い
谷
間
〉
|
|
戦
争
の
時
代
の
人

聞
を
感
じ
て
な
ら
な
い
。

続
け
て
「
自
己
の
世
代
的
主
張
を
し
よ
う
と
意
図
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
断
つ

て
い
る
が
、
こ
の
た
び
荒
正
人
「
暗
い
三
角
形
」
の
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
戦
争
の
中
で

思
い
知
ら
さ
れ
た
の
は
何
よ
り
も
ま
ず
、
抹
殺
し
清
算
し
た
筈
の
自
我
が
ま
だ
執
劫

に
生
き
の
び
て
い
た
こ
と
だ
っ
た
。
こ
れ
は
自
己
の
再
発
見
で
あ
っ
た
。
」
と
い
う

言
説
や
日
野
啓
三
の
「
野
間
宏
論
」
を
読
ん
で
、
日
野
啓
三
の
世
代
は
、
野
間
宏
の

世
代
と
「
ぼ
く
達
」
の
世
代
と
の
中
間
に
位
置
す
る
と
、
痛
切
に
感
じ
た
。

「
マ
?
J
閏
Hue

-
佃
主
日
比
什

宏
論
」
の
あ
と
日
野
啓
三
は
、
野
間
宏
の
世
代
が
も
っ
て
い
た
「
自
我
の
我
執
」
を

断
ち
切
っ
て
「
ぼ
く
達
」
の
世
代
に
近
づ
き
、

「
タ
ブ
ラ
・
ラ
サ
」
を
索
め
て
行
く

こ
と
に
な
る
。W 

新
し
い
イ
メ
ー
ジ
の
発
見

|
|
「
イ
リ
ヤ
・
エ
レ
ン
プ
ル
グ
論
」

「
近
代
文
学
」
に
一
一
番
目
に
掲
載
さ
れ
た
日
野
啓
三
の
評
論
は
、

-40-

一
九
五

，-角、、

日召

和
二
六
)
年
九
月
一
日
付
発
行
の
第
六
巻
第
六
号
、
通
巻
五
一
号
の
特
集
「
現
代
外

国
作
家
論
」
欄
の
う
ち
の
一
篇
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
「
イ
リ
ヤ
・
エ
レ
ン
ブ
ル
グ
論

|
|
ひ
と
つ
の
伝
説
に
つ
い
て
|
|
」
で
あ
っ
た
0

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の
「
ひ
と
つ
の

伝
説
」
に
つ
い
て
は
「
イ
リ
ヤ
・
エ
レ
ン
プ
ル
グ
論
」
の
携
頭
に
次
の
よ
う
な
言
説

が
あ
る
。

ぼ
く
も
亦
、
嘗
っ
て
こ
う
い
う
伝
説
を
信
じ
た
ひ
と
り
で
あ
っ
た
|
|
自
己

変
革
の
さ
び
し
い
努
力
の
堆
積
に
よ
っ
て
、
古
い
小
市
民
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ

の
世
界
か
ら
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
側
に
移
行
す
る
、
と
い
う
。
過
渡
期
の

文
学
者
の
道
は
之
以
外
に
は
あ
り
え
な
い
し
、
之
以
外
の
生
き
方
は
自
己
偽
鴎

で
な
け
れ
ば
怠
堕
で
あ
る
以
上
、
凡
て
軽
蔑
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
思
わ
れ
た
の

で
あ
る
。



こ
の
言
説
|
|
「
自
己
変
革
の
さ
び
し
い
努
力
の
堆
積
」
に
よ
っ
て
「
小
市
民
イ

ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
の
世
界
」
か
ら
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
側
」
に
「
移
行
」
す
る

と
い
う
「
文
学
者
の
道
」
は
、
先
の
「
野
間
宏
論
」
の
言
説
|
|
「
己
が
醜
悪
な
顔

を
恐
れ
る
こ
と
な
く
凝
視
」
し
、
そ
の
「
真
実
」
に
「
誠
実
に
徹
す
る
以
外
に
道
は

あ
り
え
な
い
」
と
い
う
「
作
者
の
決
意
」
が
日
野
啓
三
た
ち
「
戦
後
世
代
の
強
い
共

感
を
呼
び
起
こ
し
た
」
と
い
う
言
説
を
、
想
起
さ
せ
る
。

日
野
啓
三
「
「
近
代
文
学
」
と
私
」

前
掲
)
に
は
次
の
よ
う
な
言
説
が
あ
る
。

そ
の
頃
ソ
連
の
同
伴
者
作
家
イ
リ
ヤ
・
エ
レ
ン
ブ
ル
グ
に
つ
い
て
書
く
よ
う
に

と
頼
ま
れ
、
大
森
の
佐
野
洋
の
家
に
泊
り
こ
ん
で
苦
労
し
た
こ
と
を
よ
く
覚
え

て
い
る
。
佐
野
洋
は
私
た
ち
の
同
人
誌
の
小
説
を
書
き
、
私
は
知
識
人
作
家
の

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
立
場
へ
の
移
行
と
い
う
問
題
を
、
エ
レ
ン
ブ
ル
グ
に
託

し
て
書
こ
う
と
し
て
、
ど
う
し
て
も
う
ま
く
書
け
な
い
。
明
け
方
近
く
、
掘
り

ご
た
つ
に
よ
り
か
か
っ
て
少
し
と
ろ
と
ろ
と
し
た
半
睡
状
態
の
夢
う
つ
つ
に
、

別
の
立
場
に
移
行
な
ど
す
る
こ
と
は
な
い
の
だ
、
文
学
と
い
う
「
虚
の
立
場
」

に
徹
す
れ
ば
い
い
、
と
思
い
つ
き
、
目
が
さ
め
て
か
ら
一
気
に
三
十
枚
近
く
書

「近代文学j誌上の日野啓三

、、，
-o

b
辛
/も
の
を
書
く
と
い
う
行
為
の
魔
性
を
、
初
め
て
味
っ
た
体
験
だ
っ
た
が
、
そ

れ
が
「
近
代
文
学
」
に
の
っ
た
私
の
初
め
て
の
評
論
で
あ
り
、
活
字
に
な
っ
た

初
め
て
の
作
品
だ
っ
た
と
思
う
。

「
知
識
人
の
作
家
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
立
場
へ
の
移
行
と
い
う
問
題
を
、
エ

レ
ン
プ
ル
グ
に
託
し
て
書
こ
う
と
し
て
、
ど
う
し
て
も
う
ま
く
書
け
な
い
」
そ
の
折

の
体
験
に
つ
い
て
は
、
日
野
啓
三
の
小
説
「
台
風
の
眼
」
に
も
詳
し
い
言
説
が
あ
る
。

「
台
風
の
眼
」
に
依
れ
ば
、

「
締
切
の
前
日
、
小
説
家
志
望
の
同
人
の
自
宅
に
原
稿
用
紙
と
ベ
ン
だ
け
を
持
っ
て

逃
げ
出
し
た
」
と
あ
る
。
「
小
説
家
志
望
の
同
人
」
と
は
、
丸
山
一
郎
の
ち
の
作
家

「
書
け
な
い
と
断
ろ
う
と
-
日
に
幾
度
も
考
え
た
」
末

佐
野
洋
で
、
当
時
「
大
田
区
市
野
倉
町
」
に
家
族
と
共
に
住
ん
で
い
た
。

「
佐
野
洋

は
私
た
ち
の
同
人
誌
の
小
説
を
書
き
」
と
あ
る
「
小
説
」
と
は
、

三
号
こ
九
五
一
年
一
一
月
二

O
日
付
発
行
)
に
掲
げ
ら
れ
た
力
作
『
対
立
』
で
あ

「
現
代
文
学
」
第

ろ
う
。

日
野
啓
三
は
「
エ
レ
ン
ブ
ル
グ
に
つ
い
て
」
書
こ
う
と
し
て
「
苦
労
し
た
」

と
い
う
。

「
台
風
の
眼
」
に
は
、
そ
の
「
エ
レ
ン
プ
ル
グ
論
」
の
巧
み
な
解
説
が
あ

る
。
だ
が
、
こ
こ
で
は
文
学
的
出
発
期
の
日
野
啓
三
の
文
業
を
紹
介
す
る
こ
と
に
主

眼
が
あ
る
の
で
、
初
出
の
「
イ
リ
ヤ
・
エ
レ
ン
プ
ル
グ
論
」
の
言
説
に
即
し
て
要
旨

を
紹
介
し
よ
う
。
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ぼ
く
が
長
い
間
、
エ
レ
ン
ブ
ル
グ
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
の
も
、
思
え
ば
当

然
の
こ
と
な
の
で
あ
っ
た
。
モ
ス
ク
ワ
の
工
業
家
の
家
に
生
れ
、
革
命
後
二
十

年
近
い
西
欧
の
放
浪
生
活
、
該
博
な
知
識
と
深
い
教
養
を
身
に
つ
け
た
二
況
の

イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
、
そ
し
て
戦
後
は
ス
タ
ー
リ
ン
賞
の
受
賞
者
|
|
こ
う
し

た
経
歴
は
は
げ
し
く
ぼ
く
の
興
味
を
引
い
た
が
、
ひ
た
す
ら
西
か
ら
東
へ
と
虹

の
橋
を
追
い
な
が
ら
、
ジ
イ
ド
の
眼
で
フ
ォ
イ
ヒ
ト
ワ
ン
ガ

l
の
後
姿
を
眺
め

て
い
た
ぼ
く
の
視
線
と
は
、
エ
レ
ン
ブ
ル
グ
の
像
が
つ
い
に
明
ら
か
な
焦
点
を

結
び
得
な
か
っ
た
の
は
至
極
当
り
前
の
話
で
あ
っ
た
の
だ
。
ペ
シ
ミ
ス
ト
を
気

取
っ
た
素
朴
な
伝
説
信
者
に
、
過
渡
期
の
現
実
を
身
を
も
っ
て
知
っ
て
い
た
が

故
に
、
オ
プ
テ
イ
ミ
ス
ト
の
仮
面
を
ま
と
う
よ
り
仕
方
が
な
か
っ
た
こ
の
レ
ア

リ
ス
ト
の
絶
望
が
読
み
と
れ
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
は
甚
だ
教
訓
的
な
喜
劇



「近代文学j誌上の日野啓三

で
あ
っ
た
。

そ
の
「
筋
道
を
解
こ
う
」
と
し
た
が
「
一
向
に
見
え
て
」
こ
な
い
。
日
野
啓
三
は
、

疲
れ
絶
望
し
き
っ
て
眠
り
、
目
が
覚
め
て
は
っ
き
り
と
わ
か
る
。

「
西
欧
的
複
雑
性

と
ソ
ヴ
ェ
ト
的
単
純
性
ー
ー
よ
り
簡
単
に
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
的
と
プ
ロ
レ
タ
リ

ヤ
的
と
し
て
も
い
〉
だ
ろ
う

i
ー
そ
の
一
方
を
捨
て
て
一
方
に
賭
け
ろ
、
と
は
決
し

ユ

マ

エ

テ

サ

ン

セ

リ

テ

て
彼
は
言
つ
て
は
し
な
い
よ
う
に
「
人
間
性
へ
の
誠
実
」
と
ジ
イ
ド
の
呼
ん
だ
前

者
の
純
粋
性
が
、
そ
の
ま
ま
後
者
の
単
純
さ
に
通
ず
る
と
も
彼
は
考
え
て
い
な
い
。
」

「
何
故
、
わ
か
ら
な
か
っ
た
か
と
い
う
こ

そ
う
考
え
て
、
日
野
啓
三
は
わ
か
っ
た
。

と
も
わ
か
」

っ
た
と
い
う
の
だ
。

つ
ま
り
過
渡
期
を
生
き
る
と
は
「
両
面
観
察
」
を
な
し
う
る
位
置
に
身
を
お
き
、

し
か
も
そ
の
背
理
的
な
位
置
が
示
す
過
渡
期
の
逆
説
を
怖
れ
る
こ
と
な
く
自

ら
に
課
す
る
こ
と
。

そ
の
よ
う
な
「
過
渡
期
に
於
け
る
レ
ア
リ
ズ
ム
の
視
線
」
を
、
エ
レ
ン
ブ
ル
グ
は

身
に
つ
け
た
と
い
う
の
だ
。

彼
は
新
し
い
単
純
性
と
亡
び
ゆ
く
複
雑
性
の
め
ま
ぐ
る
し
く
錯
綜
す
る
現
実

の
渦
巻
き
の
内
部
に
生
ず
る
真
空
の
空
洞
に
視
点
を
据
え
て
、
ひ
た
す
ら
過
渡

期
の
異
様
な
「
両
面
」
を
凝
視
し
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
う
気
付
く
と
同
時
に
「
言
葉
と
イ
メ
ー
ジ
」
が
次
々
と
自
然
に
湧
い
て
き
た
。

「
真
空
の
地
点
|
|
そ
れ
は
気
圧
ゼ
ロ
に
等
し
い
稀
薄
の
極
限
で
あ
る
こ
と
に
よ

「
脆
風
の
眼
」
と
い
う
言
葉
を

新
聞
に
見
た
と
き
日
野
啓
三
は
エ
レ
ン
プ
ル
グ
を
思
い
浮
か
べ
た
。
エ
レ
ン
プ
ル
グ

が
「
革
命
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
大
戦
と
い
う
こ
十
世
紀
の
歴
史
を
渦
巻
い
た
嵐
の
中
に

っ
て
逆
に
最
も
充
実
し
緊
張
し
た
場
処
で
あ
る
。
」

あ
っ
て
生
き
た
地
点
」
は
、
ま
さ
し
く
「
防
風
の
眼
」
の
連
想
を
「
不
自
然
と
し
な

い
」
と
考
え
、
そ
の
よ
う
な
前
提
を
、
日
野
啓
三
は
「
ア
リ
オ
・
フ
レ
ニ
ト
と
そ
の

弟
子
達
」

B
G
F
E
S
E
E
R
S史
5
5
2
5
k
y
b
H
h
o
ぷ
方
向
さ
ミ

G(
一
九
二
こ

「
ジ
ヤ
ン
ヌ
・
ネ
イ
の
愛
」

b
δ
m
E
E
ト

ラ
ス
卜

D
巳
」
守
R
s
h-h・
(
一
九
二
一
ニ
)

NRhHZ
ま
』
見
包
(
一
九
二
四
)

「
黄
昏
の
巴
里
」
ミ

R
E
b
s
a
gミ
ミ
ヨ
ミ
(
一
九

「
息
も
つ
か
ず
に
」

K
E、
N
q
E
S♀

「
第
二
の
日
」

h
s
r
s
s、
怠
(
一
九
=
一
三
)

p
h
N
2
5
(
一
九
三
五
)
評
論
集
「
戦
争
」
同
o
E
Q
(
一
九
四
二
)
長
篇
「
嵐
」

3
t這

(
一
九
四
七
)
な
ど
、
多
く
の
ヱ
レ
ン
プ
ル
グ
の
作
品
を
通
し
て
論
証
し
て
い
っ
た
。

末
尾
で
日
野
啓
三
は
、
「
結
局
ぼ
く
の
言
い
た
か
っ
た
こ
と
は
」
と
、
次
の
よ
う

「
居
直
る
か
、
移
行
す
る
か
、
と
い
う
二
者
択
一
の
形
で
し
か
問

一一一一
一、ー，〆
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に
述
べ
て
い
る
。

題
提
起
を
し
え
な
い
人
々
は
、
未
だ
こ
の
過
渡
期
の
現
実
の
怖
し
い
素
顔
を
か
い
ま

み
」
て
い
な
い
、
と
。
イ
リ
ヤ
・
エ
レ
ン
プ
ル
グ
と
い
う
作
家
の
中
に
「
現
代
の
レ

ア
リ
ス
ト
」
を
見
出
す
日
野
啓
三
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
る
。
こ
の
過
渡
期
の
現
実

の
怖
ろ
し
い
素
顔
を
明
視
す
る
に
は

「
夢
の
凡
て
を
殺
し
去
っ
て
」
自
ら
真
空
と

化
し
、
そ
の
虚
無
の
う
ち
に
あ
っ
て
醒
め
て
い
る
精
神
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
精
神
の
あ
り
様
に
気
付
い
た
時
の
様
子
を
、
日
野
啓
三
は
「
台
風
の
限
」
で
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
翌
日
の
夕
方
ま
で
に
、
三
十
枚
近
い
原
稿
を
一
気
に
書
く
。
も
の
を

書
く
、
と
い
う
こ
と
が
ど
う
い
う
こ
と
か
、
そ
の
力
に
初
め
て
触
れ
た
と
思
う
。

歴
史
の
表
面
、
現
実
の
表
面
、
意
識
の
表
面
の
奥
に
ひ
そ
ん
で
い
る
一
種
廃
的



な
力
。
意
識
が
ず
た
ず
た
に
破
綻
し
か
け
た
と
き
、
お
の
ず
か
ら
聞
か
れ
る
別

空
間
。

「
イ
リ
ヤ
・
エ
レ
ン
プ
ル
グ
論
」
に
つ
い
て

「
「
近
代
文
学
」
と
私
」

(
前
掲
)

V

」

+ι

、

「
「
近
代
文
学
」
に
の
っ
た
私
の
初
め
て
の
評
論
」

「
活
字
に
な
っ
た
初
め

て
の
作
品
だ
っ
た
と
思
う
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。
こ
の
評
論
が
、

「
過
渡
期
を
生
き
る
」
た
め
の
「
両
面
観
察
」
を
な
し
う
る
位
置
「
真
空
の
地
点
」

を
発
見
し
た
と
い
う
意
味
で
、
さ
ら
に
は
「
も
の
を
書
く
と
い
う
行
為
」
の
奥
に
ひ

そ
ん
で
い
る
二
種
魔
的
な
力
」
に
「
初
め
て
触
れ
た
」
と
い
う
意
味
で
、

日
野
啓

=
一
の
「
そ
の
後
の
思
考
の
出
発
点
と
な
っ
た
重
要
な
評
論
」
で
あ
る
こ
と
に
は
、
問

違
い
な
い
が
。V 

「
隣
風
の
眼
」
と
い
う
「
仮
設
」

-

1

「
堀
田
善
衛
論
」

「
近
代
文
学
」
に
三
番
目
に
掲
載
さ
れ
た
日
野
啓
三
の
評
論
は
、

一
一
月
一
日
付
発
行
の
第
六
巻
第
八
号
、
通
巻
五
二
号
の
「
現
代
日
本
作
家
論
」
欄
に

一
九
五
一
年
一

掲
げ
ら
れ
た
「
堀
田
善
衛
論
(
隣
風
の
限
と
い
う
こ
と
)
」
で
あ
っ
た
。

「
堀
田
善

「近代文学J誌上の日野啓三

衛
論
」
と
あ
る
が
、
八
頁
半
に
亙
る
論
の
う
ち
、
初
め
の
玉
頁
余
に
は
堀
田
善
衛
へ

の
言
及
が
な
い
。
先
の
「
イ
リ
ヤ
・
エ
レ
ン
プ
ル
グ
論
」
で
発
見
さ
れ
、

「
堀
田
善

衛
論
」
で
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
と
さ
れ
た
「
尉
風
の
眼
と
い
う
こ
と
」
が
、
重
点
的
に
論

究
さ
れ
て
い
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
そ
れ
は
「
現
代
の
小
説
に
お
け
る
横
式
の
変

貌
の
問
題
」
に
通
じ
る
。

こ
の
評
論
に
到
っ
て
、
日
野
啓
三
の
思
考
力
、
展
開
力
は
、
桔
段
に
進
化
し
た
と
、

強
く
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。

「
苦
労
」
の
末
「
イ
リ
ヤ
・
エ
レ
ン
ブ
ル
グ
論
」
を
脱
稿

「
も
の
を
書
く
と
い
う
行
為
」
の
「
魔
的
な
力
」
に
触
れ
た
成
果
の
現
れ
で
あ

ろ
う
。
境
頭
の
小
学
校
理
科
の
実
験
道
具
「
独
楽
」
の
話
は
、
巧
み
で
あ
る
。
環
状

しに
雑
多
な
色
を
塗
っ
た
「
独
楽
」
が
廻
り
出
す
と
、
色
の
並
び
が
次
第
に
混
り
合
い

溶
け
あ
っ
て
、
白
く
な
り
、
無
色
に
な
る
。
イ
メ
ー
ジ
の
提
示
に
よ
る
巧
み
な
導
入

で
あ
っ
た
。
続
け
て
、
ア
1
サ
l
・
ケ
ス
ト
ラ
ー
の
「
真
息
一
の
暗
黒
」
旬
。
さ
を
も
と
雪
ミ
句

(
一
九
四
一
)
の
主
人
公
ル
パ
シ
ョ
フ
の
「
獄
中
で
み
た
機
関
車
に
追
い
か
け
ら
れ

る
夢
」
が
、
紹
介
さ
れ
る
。
全
速
力
で
疾
走
す
る
機
関
車
は
、
色
が
消
え
、
や
が
て

形
も
喪
い
、
純
粋
な
速
度
だ
け
が
残
る
。
逃
げ
て
ゆ
く
人
間
も
、
色
も
形
も
影
も
喪

っ
て
、
眼
に
見
え
ぬ
速
度
と
い
う
抽
象
が
、
追
い
か
け
追
い
か
け
ら
れ
る
。
こ
の
異

様
な
「
狂
気
的
疾
走
」

「
現
代
」
な
の
だ
と
日
野
啓
=
一
は
い

(
真
昼
の
暗
黒
)
が

λ
ノ。

「
現
代
を
自
覚
し
た
小
説
」
は
、
こ
の
よ
う
な
「
抽
象
そ
れ
自
体
」
を
「
多
様
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な
具
体
」
を
通
し
て
定
着
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
古
い
小
説
の
理
想
」
1

1

「あ

り
の
ま
〉
の
人
間
を
描
く
」
と
か

「
性
絡
を
造
型
す
る
」
と
か
、

「
心
理
の
跡
を

写
す
」
と
か
と
い
っ
た
風
な
こ
れ
ま
で
の
「
小
説
の
基
準
」

「
理
想
」
は

「
鉦
ヰ
息

味
な
死
語
」
に
す
ぎ
な
く
な
っ
た
。

「
現
代
」
の
よ
う
な
「
物
自
体
と
現
象
の
溶
け

去
っ
た
世
界
」
で
は
、

「
新
た
な
認
識
の
方
法
」
と
「
定
着
の
技
術
」
が
必
要
と
さ

れ

「
作
家
の
眼
の
質
」
と
「
世
界
に
対
す
る
精
神
の
装
置
」
が
き
び
し
く
問
い
直

さ
れ
る
。

そ
こ
で
日
野
啓
三
は
、

「
現
代
を
自
覚
し
た
小
説
」
す
な
わ
ち
「
現
代
小
説
」
を
、

「
鴎
風
の
眼
と
い
う
象
徴
」
を
も
っ
て
「
ひ
と
つ
の
仮
設
」
を
た
て
て
論
究
す
る
。

「
周
囲
の
嵐
の
激
し
く
荒
れ
る
程
、
内
部
真
空
は
完
全
に
な
り
、
反
対
に
中
点
の
真

空
化
に
比
例
し
て
尉
風
の
威
力
は
増
大
す
る
と
い
う
関
係
に
あ
る
。
民
風
を
正
確
に

観
測
す
る
に
は
、
こ
の
限
を
捉
え
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
気
象
学
者
は
い
う
。
こ
れ
を
踏



「近代文学J誌上の日野啓三

ま
え
て
日
野
啓
三
は
、
自
分
な
り
の

「
認
識
論
の
仮
設
」
を
た
て
る
。

第
一
|
|
作
家
は
現
代
の
動
乱
の
中
心
に
視
点
を
装
置
す
る
。

第
二
|
|
作
家
の
精
神
は
完
全
に
死
滅
し
て
、
非
情
冷
酷
の
真
空
と
化
す
る
ロ

「
現
代
と
い
う
抽
象
の
嵐
」
を
見
究
め
る
方
法
は

「
こ
の
よ
う
に
し
て
初
め
て

可
能
」
だ
と
い
う
「
仮
設
」

で
あ
る
。

ア
ン
ド
レ
・
マ
ル
ロ
オ
を
論
じ
、
日
野
啓
=
一
は
「
彼
の
精
神
は
死
滅
し
て
冴
え
た

そ
れ
」
で
は
な
く

「
真
空
化
」
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

人
間ヱ

皇デぷ
イグロ

墜二蓑

と
い
う
。

「
古
い
信
仰
」
彼
の
「
愛
用
し
て
や
ま
ぬ
用
語
」
で
い
え
ば
、

-

り

ダ

リ

テ

エ

ス

ポ

ワ

l
ル

全
関
口
一
広
「
同
士
山
愛
」
M
O
]

五
百
円
払
「
希
望
」

2
宮
町
と
い
っ
た
「
亡
霊
」
が
、

オ
に
は
生
き
残
っ
て
い
た
。
彼
の
長
編
「
天
使
と
の
闘
い
」

h
G
P
E
E
R
~
ぜ品内

マ
ル
ロ

〈
一
九
四
一
二
)
。
こ
の
題
名
の
「
天
使
」
で
自
加
。
と
は
、
「
彼
の
守
護
天
使
」
で
あ

「
人
間
性
と
い
う
神
体
に
ま
つ
わ
る
数
々
の
聖
語
」
ー
ー
そ
の
「
尊
厳
」
、
そ

るの
「
自
由
」
、

そ
の
「
希
望
」
を
、
彼
に
瞬
き
約
束
し
て
く
れ
た
「
西
欧
的
ヒ
ユ
|

マ
ニ
ズ
ム
と
で
も
名
づ
く
べ
き
あ
る
も
の
」
の
謂
で
あ
っ
た
。
そ
の
「
理
想
」
に
忠

実
で
あ
ろ
う
と
す
る
「
古
い
自
分
自
身
と
の
闘
い
」
。
し
か
し
、

「
齢
五
十
を
過
ぎ

た
彼
」
に
、
こ
の
「
捨
身
の
復
活
」
は
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
彼
の
作
品
は
、

欧
二
千
年
の
理
想
の
燈
明
が
吹
き
消
さ
れ
る
直
前
」
の
「
最
後
」
の
「
ひ
と
ゆ
ら
ぎ
」

で
あ
っ
た
と
い
う
。

「
魂
の
中
か
ら
」
古
い
「
理
想
の
澄
明
」
が
「
完
全
に
消
え
た
」

冷
酷
に
冴
え
た
「
昨
」
に
こ
そ
「
現
代
の
嵐
は
隈
な
く
写
し
出
さ
れ
る
」
と
日
野
啓

三
は
い
う
の
だ
。

さ
ら
に
、
ヴ
イ
ル
ジ
ル
・
ゲ
オ
ル
ギ
ユ

1
の
「
二
十
五
時
」
宮
ミ
ミ
伺
T
G
S
N江
主
Mm

E
号
ぬ
ご
九
四
九
)
と
い
う
「
題
名
の
着
想
は
天
才
的
で
あ
る
」
と
日
野
啓
三
は

「
第
二
次
大
戦
の
渦
中
か
ら
第
二
次
大
戦
そ
の
も
の
を
主
題
」
と
し
て
生
ま

「
救
わ
れ
る
に
も
、
死
ぬ
に
も
、
生
き
る
に
も
、
手
遅
れ
と
な

い・ワ。

れ
た
こ
の
小
説
は

っ
た
時
間
、
そ
れ
が
二
十
五
時
な
の
で
あ
り
ま
す
」
と
い
う
一
節
に
、
題
名
の
意
味

が
示
さ
れ
て
い
る
。
「
主
格
は
人
聞
か
ら
世
界
へ
と
移
行
」
し
、
人
間
の
「
意
志
」

の
前
に
は
「
現
代
世
界
」
の
「
宿
命
」
だ
け
が
あ
る
。
こ
の
書
物
は
「
表
紙
だ
け
を

出
版
す
れ
ば
よ
か
っ
た
」
の
で
あ
っ
て
、
「
絶
望
の
歌
に
よ
っ
て
自
ら
を
慰
め
る
希

望
」
も
「
絶
望
す
る
し
か
な
い
世
界
の
不
当
を
何
物
か
に
訴
え
よ
う
と
す
る
希
望
」

も
、
そ
れ
ら
「
一
切
の
希
望
」
は
「
い
さ
ぎ
よ
く
捨
て
去
る
べ
き
」
で
あ
る
、
と
き

び
し
く
批
判
す
る
。

「
死
滅
し
な
い
眼
」
は
「
真
空
内
部
」
で
の
「
明
視
」
に
耐
え

理
で
も
」
な
く

「
実
体
で
も
公

「
自
ら
を
常
に
拒
殺
し
う
る
能
力
、
そ
の
死
骸
の
中
か
ら
匙
え
る

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
日
野
啓
三
は
い
う
。

「
人
間
性
」
と
は
、

「
情
熱
」
で
あ
る
。

「
問
題
は
既
に
如
何
に
生
き
る
か
、
で
は
な
く
、
生
き

品
目
配
士
官

る
か
否
か
、
だ
」
と
、
日
野
啓
三
は
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

「
動
乱
を
動
乱
の
ま
〉

に
」
生
き
ん
と
す
る
「
意
志
」
。

「
真
空
の
虚
無
」
の
内
部
に
あ
っ
て
、
尚
醒
め
て
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い
る
「
明
視
の
精
神
」
|
|
こ
れ
が
必
要
だ
と
考
え
る
の
だ
。

「
眼
の
虚
無
」
と
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
「
外
側
の
現
実
の
風
を
描
く
こ

と
は
可
能
だ
」
と
日
野
啓
三
は
考
え
、
堀
田
善
衛
は
逆
に
「
外
側
の
現
実
の
嵐
を
描

西

く
こ
と
」
に
よ
っ
て
「
眼
の
虚
無
」
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。

「
同
じ
こ
と
で

あ
る
」
と
、
日
野
啓
三
は
い
う
。
共
に
こ
の
「
現
代
を
殿
風
」
と
み
た
て
、
こ
の
「
現

代
の
自
覚
」
を
「
鵬
風
の
眼
と
い
う
象
徴
」
を
も
っ
て
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

作

家
の
精
神
」
を
「
真
空
」
ま
た
は
「
虚
無
」
と
規
定
す
る
。
日
野
啓
三
は
、

「
現
代

小
説
は
之
以
外
に
は
あ
り
え
な
い
」
と
い
う
「
仮
設
」
を
提
出
し
、
堀
田
善
衛
の
「
広

場
の
孤
独
」

(
「
人
間
」
第
六
巻
第
八
号
、

一
九
五
一
年
八
月
一
日
付
発
行
、

中

央
公
論
文
芸
特
集
」
第
九
号
、

一
九
五
一
年
九
月
二
五
日
付
発
行
)
は
、

「
こ
の
方

法
的
自
覚
を
核
」
と
し
て
創
ら
れ
た
「
作
品
」
で
あ
る
、

〈
「
文
学
引
」
第
一
巻
第
一
号
、

と
い
う
の
だ
。

「
歯
車
」

一
九
五
一
年
五
月
一
日
付
発
行
)



「
広
場
の
孤
拍
」
な
ど
の
言
説
を
挙
げ
な
が
ら
、
日
野
啓
三
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す

る。

現
代
日
本
と
い
う
嵐
を
、
外
側
か
ら
傍
観
し
て
い
た
怠
惰
な
精
神
と
、
嵐
に
捲

き
こ
ま
れ
て
流
さ
れ
続
け
て
い
た
盲
目
の
精
神
だ
け
し
か
な
か
っ
た
こ
の
国

に
今
、
明
視
す
る
精
神

|
1精
神
の
名
に
値
す
る
精
神
が
結
品
し
つ
¥
あ
る
の

で
あ
る
。

堀
田
善
衛
は
、
こ
の
「
貧
し
い
国
の
さ
〉
や
か
な
具
体
」
を
通
し
て
「
巨
大
な
抽

象
」
を
見
極
め
、

「
歴
史
の
渦
巻
き
」
を
、

「
日
々
の
生
活
の
底
に
投
影
し
て
み
せ

る
」
技
術
l

|
「
現
代
作
家
の
視
線
を
我
が
も
の
に
し
え
た
」
作
家
だ
と
い
う
。
さ

ら
に
、
没
落
オ

i
ス
ト
リ

l
貴
族
テ
イ
ル
ピ
ッ
ツ
の
口
を
か
り
て
語
ら
れ
る
次
の
言

葉
を

「
素
通
り
に
読
み
と
ば
し
て
は
な
ら
ぬ
」
左
日
野
啓
三
は
い
う
。

「
動
乱
や
革
命
の
、
非
人
間
的
な
結
果
の
中
に
、
な
お
か
つ
人
間
的
な
も
の
を

つ
く
り
上
げ
よ
う
と
す
る
、
見
方
に
よ
っ
て
は
徒
ら
な
努
力
、
そ
の
努
力
自
体

の
中
に
し
か
現
代
の
希
望
は
な
い
。
」

「近代文学」誌上の日野啓三

こ
の
言
葉
は
「
生
き
る
か
否
か
、
の
樫
限
で
、
生
き
る
方
に
賭
け
る
一
種
非
人
間

的
な
ま
で
の
意
志
の
こ
と
」
だ
と
日
野
啓
三
は
い
う
。

「
現
代
の
希
望
」
と
は
、

来
へ
の
夢
の
一
切
は
消
え
」

「
可
能
性
の
凡
て
は
死
に
絶
え
た
中
」
に
あ
っ
て
「
歴

史
の
鵬
風
を
凝
視
し
て
た
じ
ろ
が
ぬ
明
視
の
鉾
」
を
保
ち

「
動
乱
の
中
心
に
於
い

て
生
き
る
情
熱
に
衰
え
を
み
せ
ぬ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
日
野
啓
一
二
「
荒
正
人

諮
問
」

(
前
掲
)
の
言
葉
に
倣
え
ば
、
こ
れ
が
「
新
し
い
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
」
日
野
啓

三
の
考
え
の
原
基
と
い
え
よ
う
。
ま
た
こ
れ
が
、
マ
ル
ロ
オ
も
、
ゲ
オ
ル
ギ
ウ
も
つ

い
に
吹
き
消
し
え
な
か
っ
た
「
最
後
の
燈
明
を
吹
き
消
し
た
後
の
世
界
」
、
言
葉
の

正
確
な
用
法
に
於
け
る
「
二
十
五
時
の
世
界
」
の
率
直
な
自
覚
で
あ
る
、
と
い
う
の

だ。

「
野
間
宏
論
」
に
始
ま
り
「
イ
リ
ヤ
・
エ
レ
ン
ブ
ル
グ
論
」
を
経
て
「
堀
田
善
衛

論
」
に
到
る
、
日
野
啓
三
の
評
論
に
一
貫
し
て
い
る
主
題
は
と
い
え
ば
、
「
政
治
と

文
学
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
だ
が
、
稿
が
改
め
ら
れ
進
め
ら
れ
る
ご
と
に
、
問

い
直
さ
れ
掘
り
下
げ
深
め
ら
れ
広
げ
ら
れ
て
、
つ
い
に
「
物
自
体
と
現
象
の
境
界
の

溶
け
去
っ
た
世
界
」

「
抽
象
そ
れ
自
体
」
と
、

「
抽
象
」
を
「
認
識

そ
の
「
世
界
」

す
る
方
法
」

「
定
着
す
る
技
術
」
と
の
問
題
に
な
っ
て
、
も
は
や
「
政
治
と
文
学
」

と
い
う
次
元
を
超
越
し
て
い
る
気
配
を
帯
び
て
い
る
。
「
過
渡
期
」
「
後
進
国
」
「
知

識
人
」
と
い
う
き
び
し
い
条
件
の
裡
に
あ
っ
て
、

-45-

日
野
啓
三
は
、
「
暗
い
後
進
国
」

日
本
の
「
社
会
的
、
心
理
的
現
実
」
を
離
れ
て
は
い
け
な
い
、
変
革
は
「
足
許
か
ら
」

「
内
側
か
ら
」

「
自
分
の
内
部
か
ら
」
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
考
え
て
い
た
。

そ
こ
で
日
野
啓
三
は
、

「
過
渡
期
」

「
後
進
国
」

「
知
識
人
」
と
い
う
条
件
の
「
矛

盾
」
に
耐
え
、

そ
の
「
矛
盾
」
を
逆
に
「
生
き
る
」
と
い
う
「
覚
悟
」
を
す
る
「
覚

「
非
在
」
を
「
存
在
」
に
化
す
「
創
造
」
の
「
契
機
」
と
な
る
と
、
考
え

る
の
だ
。
こ
の
よ
う
な
「
立
場
」
が
、
翌
一
九
五
二
年
に
、

悟
」
が
、

「
虚
点
」
と
い
う
言
葉

に
結
品
す
る
の
で
あ
る
。

未

(
や
ま
の
う
ち

し
ょ
・
フ
し
)




